
 
 
 
 
 

報 道 機 関 各位 

令和３年１１月２４日 

 

北本市定例記者会見項目 
 
１ 議 案 

補正予算関係 

・ 令和３年度北本市一般会計補正予算等の概要・・・・・資料１ 

 

２ その他 

・ 各種情報提供資料・・・・・・・・・・・・・資料２、資料３ 

 

 



1

千円(補正後累計 22,966,880 千円)

千円(補正後累計 22,700,650 千円)

千円(補正後累計 509,723 千円)

千円(補正後累計 6,578,336 千円)

千円(補正後累計 6,580,315 千円)

千円(補正後累計 5,445,932 千円)

支出 千円(補正後累計 1,725,107 千円)

2

（歳出）

職員人件費（市長の期末手当等を含む） △ 24,862 千円

議員期末手当 　 △ 1,301 千円

新型コロナウイルスワクチン接種事業 　 341,998 千円

久保特定土地区画整理事業特別会計繰出金 　 △ 377 千円

国民健康保険特別会計繰出金 　 △ 640 千円

介護保険特別会計繰出金 　 △ 448 千円

（歳入）

新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金 146,630 千円

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金 195,368 千円

繰入金（財政調整基金繰入金） △ 27,628 千円

（繰越明許費）

追加　新型コロナウイルスワクチン接種事業 237,523 千円

3

（歳出）

○ 新型コロナウイルス感染症対策関連事業

保育所における感染症対策（需用費、備品購入費） 5,455 千円

児童発達支援センターにおける感染症対策（需用費、備品購入費） 1,013 千円

子育て支援センターにおける感染症対策（備品購入費） 692 千円

児童館における感染症対策（備品購入費） 274 千円

学校における感染症対策（需用費、備品購入費） 3,491 千円

議会における感染症対策（備品購入費） 1,096 千円

住居確保給付金の増額 1,628 千円

福祉避難所防災物置等整備事業 1,610 千円

稲作経営次期作支援事業 3,534 千円

テレワーク・Web会議システム整備事業 8,612 千円

公用自転車管理事業 5,580 千円

○ 子育て支援の充実

システム改修事業（児童手当法改正に伴うシステム改修） 1,760 千円

1,339

介護保険特別会計（２号） △ 448

久保特定土地区画整理事業特別会計（２号）

公共下水道事業会計（１号） △ 630

一般会計補正（第９号）の内容

一般会計補正（第１０号）の内容

△ 377

国民健康保険特別会計（２号） △ 640

国民健康保険特別会計（３号）

令和３年度一般会計補正予算等の概要

補正予算の規模

一般会計（９号） 314,370

一般会計（１０号） 48,140

資料１



施設型給付費の増額 16,351 千円

○ 母子保健と子どもに関する医療の充実

救急医療運営費負担金（小児初期、小児二次） 315 千円

○ 学校教育の充実

小学校遊具修繕 3,054 千円

○ その他

第五次北本市総合振興計画後期基本計画策定支援業務　変更契約 660 千円

小・中学校電話料 1,172 千円

国・県支出金返納金 68,683 千円

事業の中止等に伴う事業費の減額補正 △ 65,525 千円

事業費の確定等に伴う減額補正 △ 11,315 千円

（歳入）

国庫支出金(生活困窮者自立相談支援事業費等負担金　外４件) 13,218 千円

県支出金（子どものための教育・保育給付費負担金　外１件） 3,356 千円

繰入金（財政調整基金、ふるさと応援基金） 10,497 千円

諸収入（雑入　外４件） 22,469 千円

市債 △ 1,400 千円

（繰越明許費）

追加　南小学校屋外階段改修事業 5,448 千円

（債務負担行為）

追加　広報きたもと印刷業務 24,770 千円

学習支援事業委託業務 8,541 千円

北本市障害児学童保育室管理運営業務 7,800 千円

乳児用品貸出業務 1,238 千円

北本総合公園外公園管理運営業務 789,470 千円

小・中学校児童生徒健康診断業務（尿検査） 1,526 千円

小・中学校児童生徒健康診断業務（検診器具滅菌） 2,955 千円

地区公民館等管理運営業務 494,166 千円

（地方債）

変更　小学校施設改修事業 △ 1,400 千円



                             

報 道 関 係 各 位 令和３年１１月２４日 

北本市役所 高齢介護課 

高齢者福祉担当 

048-594-5539 

a03200@city.kitamoto.lg.jp 

日 時 

お買物を身近に、便利に！ 

移動スーパーが市内を巡回します！ 

 

販売場所 

運行スケジュール 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

                               

 

                           

移動販売車には、北本トマトイメージキャラクターと株式会社カスミのキャラクター（ふくふくファミリー）がデザインされています。 

     左から、とまちゃん、カーちゃん（お母さん）、スーちゃん（女の子）、ミーくん（男の子）、ふくちゃん（お父さん）。 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動販売車のイメージ図 

 高齢者を中心とした買い物困難者の支援として、令和 3 年 12 月 13 日（月）からフードスクエアカスミ深井店

による移動販売が開始されます。この事業は市と北本市社会福祉協議会が中心となり、株式会社カスミとの連

携により進められました。 

 販売場所（市内３５箇所を巡回）は、民生委員や自治会からの希望に基づいて決定しました。 

 移動販売では、店舗で販売しているお弁当・お寿司をはじめ、野菜やお魚、お肉などの生鮮食品、牛乳やパ

ン、日用品雑貨など普段の暮らしにおける必需品を購入できます。 

１２月１３日(月)から開始 

毎週月～金曜日 

市内３５箇所 

別紙参照 

 

販売時のイメージ 

 

写真提供可 

資料２ 

mailto:a03200@city.kitamoto.lg.jp
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定例記者会見 「移動スーパー Ｑ＆Ａ」 

 

Ｑ1 ：カスミでは、全国、県内で何番目か。 

Ａ：１１月２４日現在では全国２７箇所実施中、県内では２例目、三芳町で実施中。 

 

Ｑ2 ：収支の見通しは。 

Ａ： 事業者としては、地域社会への貢献という観点から取り組んでいます。 

 

Ｑ3 ：どのくらいの利用が見込まれるのか。 

Ａ：各販売場所における関心度、必要性、ニーズに左右されることから、予測は出来

かねますが、地域の皆様に便利で必要とされる移動スーパーを目指し取り組みま

す。 

また、利用者数については事業者から情報提供いただき、市の取組での活用を予定

です。 

 

Ｑ4 ：利用者は何等か金銭負担が必要とされるのか。 

Ａ：事前の登録、金銭負担は不要です。 

 

Ｑ5 ：どのような商品を販売するのか。 

Ａ：店舗で販売しているお弁当・お寿司をはじめ、野菜やお魚、お肉などの生鮮食品、

 牛乳やパン、日用品雑貨など使用頻度の高い生活必需品を販売します。事前予約

により店舗で取り扱いがある商品は、次回お持ちすることも可能です。 

 

Ｑ6 ：場所はどのように決定したのか。 

Ａ：市内全体111か所ある自治会からの希望に基づき、実施に支障のないことを確認し

て決定しました。 

 

Ｑ7 ：市内で他に移動販売は実施されているのか。 

Ａ：とくし丸（とりせん北本店）、パン屋（個人営業）が実施されています。 

  どちらも現在、販売するエリアが限定されているため、市内全域が対象となる移

動販売は初めてのことになります。 

 

 

【会社概要】 

 社名 株式会社 カスミ ／ 設立 1961 年 6 月 ／ 

本社 カスミつくばセンター 〒305-8510 茨城県つくば市西大橋 599-1  TEL.029-850-1850／ 

代表者 山本 慎一郎 ／ 資本金 1 億円(2020 年 3 月末現在) ／ 

事業所 中央流通センター、精肉加工センター 店舗数 187 店舗 (2021 年 4月末現在) ／ 

事業内容 食料品、家庭用品、衣料品等の小売販売を行うスーパーマーケット事業 ／ 

営業収益 2,880 億円(2021 年 2月期) 



報 道 関 係 各 位 令和 3 年 11 月 24 日 

北本市役所 生涯学習課 

生涯学習担当 

０４８-594-5567 

a04600@city.kitamoto.lg.jp 

サービス開始！ 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

24 時間年中無休の図書館スタート! 

１１月 1 日(月)、「北本市電子図書館」が誕生しました。 
インターネットに繋がるパソコンやタブレット端末、スマートフォンがあれば、家に居ながら電

子書籍を借りることが可能となります。図書館まで出掛ける必要がなく、コロナ禍においても
安心して読書を楽しめる機会を提供します。 
 

① 24 時間いつでも利用可能 

② 自宅や外出先でも利用可能 

③ 様々な機能で高齢者や障がいのある方にも利用可能 

④ 来館不要で３密回避 

◎ 利用できるコンテンツ： 8,242 点 (11 月 1 日現在、順次追加予定) 

◎ 利 用 で き る 方：北本市立図書館の利用券をお持ちの北本市在住・在勤・在学の方 

担当者コメント                                              

新しい生活様式での読書活動に対応し、自宅等に居ながら読書や学習、

調査・研究のための事典・辞書や生活に役立つビジネス・医療・語学などの電

子書籍、8，000 冊以上がスマートフォンやタブレット、パソコンを介して、無料

で利用することができます。（通信料は利用者負担） 

 

 
 

≪利用画面≫ 

電子図書館 QR コード 

電子図書館のメリット 

mailto:a04600@city.kitamoto.lg.jp


定例記者会見 「北本市電子図書館 Ｑ＆Ａ」 

 

Q1）導入目的は？ 

A1）大きく３つあります。 

⑴ 障がい者・高齢者サービス 

 音声読み上げ機能付きのコンテンツは朗読資料として、文字サイズ拡大機能付

きのコンテンツは大活字本資料として利用することができます。 

 また、来館することが困難な方にも手軽に図書館を利用していただくことが可

能となります。 

⑵ 来館不要 

  緊急事態宣言が解除されてもコロナ禍は続いていますが、来館不要となること

で、３密を避け、安心して読書を楽しむことが可能となります。 

⑶ 24 時間 365 日開館 

  開館時間、天候、距離を気にせず、いつでもどこでもインターネットを通じて

電子書籍の検索・貸出・返却・閲覧が可能となります。 

  日中、図書館を利用できないビジネスマン等のニーズにも応えることが可能と

なります。 

 

Q2）障がい者向けサービス機能とは？ 

A2）⑴ 画面表示に関する機能 

  ア 文字拡大機能…文字の大きさを５段階で変更可能 

  イ 色反転機能 …文字と背景色を反転させ、読みやすくすることが可能 

  ⑵ 音声読み上げ機能 

    読み上げのスピードは５段階に変更可能で、読み手の性別も変更できます。 

  ⑶ 障がい者向けテキスト版サイト 

    マウスを使用しないで、スクリーンリーダー(※)の音声を頼りにキーボード

操作可能な「視覚障がい者利用支援サイト」を用意し、全盲の視覚障がい者の方

でも独力で、検索・貸出・閲覧・返却が可能です。 

  ※スクリーンリーダー…視覚障がい者等がマウス等を使わずに音声情報でPC操作

するためのソフト 

 

Q3）利用できる方は？ 

A3）北本市立図書館（こども図書館を含む）の利用券をお持ちの、北本市在住・在勤・

在学の方 

注）鴻巣市・桶川市在住者は利用券の発行はできますが、電子図書館の利用はできま

せん。 

 

Q4）利用方法は？ 

A4）図書館利用券に記載されている番号(6 桁)が ID、生年月日（西暦、8 桁）が初期

パスワードとなっており、初回利用時にパスワード変更を行います。 



 

Q5）貸出点数は？ 

A5）３点まで 

 

Q6）貸出期間は？ 

A6）２週間の自動返却。ただし、１点につき１回２週間の延長が可能。予約が入って

いる場合は延長不可。 

 

Q7）予約点数は？ 

A7）３点まで。予約の取り置き期間は１週間。 

 

Q8）用意されているコンテンツは？ 

A8）⑴ 版元ドットコム・プラス 2,282 タイトル 

  ⑵ 青空文庫 5,832 タイトル（令和 3 年 11 月 1 日現在） 

    著作権保護期間の満了した作品を中心に電子化されたもので、音声読み上げ

機能が利用可能。（偶数月に約 200 タイトルずつ追加配信） 

  例）夏目漱石、芥川龍之介、坂口安吾、宮沢賢治、泉鏡花、高村光太郎など 

 

Q9）現在の図書館利用状況は？ 

A9）⑴ 中央図書館 

    令和 2 年度 令和元年度 

開館日数（日） 290 309 

利用者数（人） 52,337 65,487 

貸出点数（点） 161,049 209,059 

    

⑵ こども図書館 

    令和 2 年度 令和元年度 

開館日数（日） 278 316 

利用者数（人） 12,261 15,691 

貸出点数（点） 65,947 81,116 



  ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のための対応（両館共通）  

・令和 2 年 2 月 29 日～5 月 19 日まで休館 

・令和 2 年 5 月 20 日より予約資料のみ貸出 

・令和 2 年 6 月 15 日から開館 

 

Q10）運営費は？ 

A10）指定管理者の提案事業であり、当初契約時の指定管理料の範囲内での運用とな

ります。 

 

Q11）県内の導入状況は？ 

A11）令和 3 年 2 月 17 日現在、15 市町が導入済（鴻巣市は R4.1 月導入予定） 

1 桶川市 2 さいたま市 3 宮代町 4 熊谷市 5 春日部市 6 三郷市 

7 久喜市 8 草加市 9 神川町 10 鶴ヶ島市 11 寄居町 12 川越市 

13 戸田市 14 坂戸市  



報 道 関 係 各 位 令和３年 11 月 24 日 

北本市役所 生涯学習課 

生涯学習担当 藤原 

０４８-５９４-５５６７ 

a04600@city.kitamoto.lg.jp 

適用期間 

平日デイバンガロー利用料金を半額の 1,000 円に!! 豊かな自然に囲まれてワーケーションを 

 適用範囲 

内 容 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンアメニティ北本キャンプフィールド（北本市野外活動センター）では、テレワーク応援事業とし

て、バンガローの利用料金を値下げします。 

バンガロー内はエアコンを完備し、四季を問わず快適にご利用いただけるほか、無料で使用でき

る Wi-Fi 環境を整え、リモート会議などにも対応しています。また、テレワークやワーケーションにご

利用いただける貸出備品（有料）として、デスク＆チェア、パーテーション、座椅子などを用意して

お待ちしております。 

令和 4 年 3 年 31 日まで 

平日限定 ・ バンガロー デイ利用（10：00～14：45） 

これまでの宿泊部屋という概念を取り払い、豊かな自然環境の中で仕事をする

という、バンガローの新しい利用法を提案することで、快適な仕事環境の提供と

キャンプ場の魅力を知っていただくきっかけづくりを目的としています。 

 
担当者コメント                                           

木の香り漂う室内と開放感のある施設での雰囲気を味わいながら、

テレワークなどの仕事をしていただけます。また、仕事終わりには、同

施設でのバーベキューや入浴もお楽しみいただけます。 
 サンアメニティ北本キャンプフィールド HP 

バンガロー 全 4 棟 デスク＆チェア 

mailto:a04600@city.kitamoto.lg.jp


定例記者会見 「デイバンガロー半額 Ｑ＆Ａ」 

 

Q1）導入目的は？ 

A1）大きく２つあります。 

⑴ 豊かな自然環境の中で仕事をするという快適な仕事環境の提供 

⑵ キャンプ場の魅力を知っていただくきっかけづくり  

 

Q2）貸出備品には何がある？ 利用料金は？ 

A2）⑴ デスク＆チェア 500 円 （限定２組） 

⑵ パーテーション 300 円 （限定２台） 

  ⑶ 座椅子     300 円 （限定４台） 

 

Q3）利用時間が正規時間より短いのは？ 

A3） デイ利用→ナイト利用の間に前後 15 分ずつ計 30 分で消毒作業を行います。 

 

Q4）バーベキューをするには？  

A4）デイ利用時間内(10:00～14:45)であれば、大屋根下のテーブル、炊事場が利用可

能です。当日夜間利用をご希望の場合は、テントサイトまたはバンガローのナイ

ト利用(15:15～翌日 9:30)を予約していただきご利用ください。（当日予約は正午

まで） 

    ナイトテント 500 円 ナイトバンガロー 7,000 円 

 

Q5）バーベキュー用品は借りられる？ 

A5）キャンプ用品・ ＢＢＱ用品を多数ご用意しております。 

食材もセットも 2 種類ご用意できます(7 日前までに要予約) 

    ＢＢＱセット（5 人前）9,170 円          

トマトカレーセット（5 人前）5,090 円 

 

Q6）浴室の利用時間は？ 

A6) 10:00～15:00（木曜日は 14:30 まで） 

  大広間は 16:00 までご利用いただけます。 

  ナイトキャンプ利用者は 100 円で 17:00～19:00 入浴できます。 

 

Q7）入浴の料金は？？ 

A7）16 歳以上 65 歳未満 300 円(北本・鴻巣・桶川市)、左記以外 400 円 

  16 歳未満 65 歳以上 100 円(北本・鴻巣・桶川市)、左記以外 300 円 

 

 ※詳細及び各種料金はお問い合わせください。 

 



北本市のふるさと納税型クラウドファンディングとは 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通常のクラウドファンディングは、インターネットを通じて不特定多数の人からプロジ
ェクトに必要な資金の調達を行うことをいいます。 

 
2019 年より開始した、北本市が行うクラウドファンディングは、ふるさと納税の仕組み

を活用して寄附を集めます。寄附をした人はふるさと納税制度に沿い、税の控除を受ける
ことができます。集まった寄附金を市はプロジェクト提案者に補助金として支給します。 

 
寄附を集める事業は市⺠や市内団体・事業者の提案を受け、市の庁内審査会において、

公益性があるか、地域活性化に繋がるかなどを審査し、認定されたものに限ります。 
 
ふるさと納税型クラウドファンディング実施の主なメリット 
・市がプロジェクトの認定をすることで、信用性が上がり集金力が高まる 
・プロジェクト実行者が、クラウドファンディングに関わる事務処理等をする必要がない 
・プロジェクトの内容を全国に発信できる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
過去に寄附募集行ったプロジェクト例 
・雑木林保全・交流拠点施設整備 
・暮らしの編集室拠点施設整備 
・北本発アウトドアブランド創設事業 
・地元若者が挑む 全国初 住宅付店舗の MUJI×UR による地域活性化事業 

北本市 
寄附募集ページ QR コード 



報 道 関 係 各 位 令和３年 11 月 24 日 

北本市役所 市長公室 

シティプロモーション・広報担当 林 

０４８-511-9119 

citypro@city.kitamoto.lg.jp 

ふるさと納税型クラウドファンディング 

北本デジタルアーカイブズ始動 

内容 

寄附募集概要 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

担当者から一言  

北本市では、北本に住む若い世代の方々にまちの魅力を伝え、愛着を持って、住み続け
ていただくシティプロモーションの取り組みを行っています。 

その中で、北本に住む子供たちがまちの歴史や文化に触れる機会をもっと増やしていくこと
で、子供のうちからまちの魅力や個性に触れ、大人になっても、まちの記憶が残っていく取り
組みを行いたいと考えていました。 

教育現場もタブレットの導入など ICT 化が進む中で、今回ご提案いただいたように、まちの
歴史文化の資料がデジタル化され、子供たちが歴史文化に楽しく触れていただく機会が増え
ることは、シティプロモーションとしても大きな意味がある取り組みだと思っています。 
 

ふるさとチョイス 
寄附募集ページ QR コード 

ふるさとチョイス寄附募集期間 
2021 年 11 月 1 日から 2022 年 1 月 31 日 
 
提案者 NPO 法人 埼玉 SOHO 
 
目標金額 315 万円 
 
寄附金額の主な使い道  
デジタル化に伴う人件費 
備品購入費 

11 月 1 日より、北本市のふるさと納税型クラウドファンディングを活用し、市内団体提
案の「北本デジタルアーカイブズ」事業が寄附募集を開始しました。 

北本デジタルアーカイブズ事業目的 
２万年以上前の旧石器時代から人々が住みなす北 

本市には、歴史的価値の高い縄文遺跡、有史以降の文 
書的資料や、神社仏閣に関わる文化財、近年では書籍 
などに纏められた刊行物など、歴史・文化・自然に関 
する広義な意味での資料が存在しています。しかし、 
現状では散逸・破棄されたり、保存していても経年劣 
化して消失してしまいます。一方、20 世紀後半より 
PC 等の普及によって、様々な物のデジタルでの保存 

が可能となりました。また、デジタルの柔軟性は閲覧・利用方法に数多くの応用を可能と
し、様々な表現が可能になりました。当プロジェクトでは、データの保存だけでなく、新し
い時代のアーカイブ利用方法も含めご提案したいと思います。 

mailto:citypro@city.kitamoto.lg.jp


報 道 関 係 各 位 令和３年 11 月 24 日 

北本市役所 市長公室 

シティプロモーション・広報担当 林 

０４８-511-9119 

citypro@city.kitamoto.lg.jp 

ふるさと納税型クラウドファンディング 

災害時でも、ホッとこころが温まるようなクッキーを 
長期保存可能な無添加クッキー開発プロジェクト 

 
内容 

寄附募集概要 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 月 11 日より北本市のふるさと納税型クラウドファンディングを活用し、市内事業
者提案の⻑期保存可能な無添加クッキー開発プロジェクトが寄附募集を開始しました。 

 
「災害時に⼼温まるクッキーを⾷べてほしい。北本⼩⻨を使った⻑期
保存クッキーの開発・製造を行います。」 
 

2010 年北本市に創業のクッキー専門店「クッキークル」です。今
回、⻑期保存可能（５年保存可能予定）な北本産⼩⻨を使用した備蓄
用無添加クッキーをふるさと納税型クラウドファンディングを活用
し、製造します。 

心身ともに疲労が大きい災害時に、仕方なく食べる食品ではなく、
そんな時こそ美味しく、体に負担の少ない手軽に食べられるクッキー
を届けたいという想いから企画しました。 

担当者から一言  

市内外で大人気のクッキークルさん。ふるさと納税の返礼品に出していただいているクッ
キー缶も全国の焼き菓子ランキングで上位になるなど、北本市の名前を世の中に広める
事にも貢献してくださっています。 
そんなクルさんから災害備蓄品にもなりえる、長期保存可能なクッキーを作ってくださると
聞いた時は、非常に嬉しかったです。 
北本市は、大宮台地の最高点に位置し、災害リスクの非常に少ないまちです。そこに日
ごろから災害への備え、対策への意識を高めることができれば、より安全なまちになって
いける。今回の取組がそんなところにつながっていき、北本市がもっと住みよいまちになっ
ていくのではないかと思いました。ともに素晴らしい取組にしていけたら幸いです。 

ふるさとチョイス 
寄附募集ページ QR コード 

ふるさとチョイス寄附募集期間 
2021 年 11 月 11 日から 2022 年 2 月 8 日 
 
目標金額 200 万円 
 
寄附金額の主な使い道  
クッキー開発・製造費、デザイン委託費 

mailto:citypro@city.kitamoto.lg.jp


報 道 関 係 各 位 令和３年 11 月 24 日 

北本市役所 市長公室 

シティプロモーション・広報担当 林 

０４８-511-9119 

citypro@city.kitamoto.lg.jp 

ふるさと納税型クラウドファンディング 

特産品「トマト」を使ったお酒 
有機クラフトスピリッツをつくりたい！ 

 
内容 

寄附募集概要 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 月 19 日より北本市のふるさと納税型クラウドファンディングを活用し、市内事業
者（㈱ノヴァ)提案の特産品「トマト」を使ったお酒 有機クラフトスピリッツ開発プロジ
ェクトが寄附募集を開始しました。 

「かつて⼀世⾵靡した北本トマトをもう⼀度！⽯⼾トマトクリーム
から北本クラフトスピリッツへ」 

北本市では、高齢化によって農業就業者数や耕作地が年々減少し、
耕作する作物の淘汰が進んでいます。 

こうした中で、大正時代よりこの地で親しまれてきた「トマト」を
これからも地域の特産品として守っていくべく、トマトの新しい楽し
み方となるお酒「北本有機クラフトスピリッツ（トマト）」をつくる
ために、今回クラウドファンディングに挑戦します。 

さらに、「クラフトスピリッツ」を通して、市⺠参加型の特産品⽣
産モデルを構築します。 

担当者から一言  

今回提案いただいたプロジェクトは、大正時代の「石戸のトマトクリーム」、直近では、日本
一のご当地カレー「北本トマトカレー」など、北本のトマトを活用したチャレンジの歴史を更
に加速していただける内容となっており、市としてもふるさと納税を通して少しでもお手伝
いすることができればと考えています。 
ゆくゆくは市民参加型のプロジェクトに成長し、市民の方と一緒にトマト栽培やスピリッツづく
りを行い、北本で生み出されたジャパニーズスピリッツが市内外ひいては国内外に北本の
トマトや地域資源を発信できるプロジェクトになればと考えております。 

ふるさとチョイス 
寄附募集ページ QR コード 

ふるさとチョイス寄附募集期間 
2021 年 11 月 19 日から 2022 年 2 月 16 日 
 
提案者 株式会社ノヴァ 
 
目標金額 200 万円 
 
寄附金額の主な使い道  
蒸留器購入費、デザイン委託費 

mailto:citypro@city.kitamoto.lg.jp


報 道 関 係 各 位 令和３年 11 月 24 日 

北本市役所 市長公室 

シティプロモーション・広報担当 林 

０４８-511-9119 

citypro@city.kitamoto.lg.jp 

ふるさと納税型クラウドファンディング 

団地商店街に人が集まる工作室を！ 
北本団地商店街【まちの工作室】プロジェクト 

内容 

寄附募集概要 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 月 19 日より北本市のふるさと納税型クラウドファンディングを活用し、市内事業
者提案の北本団地商店街【まちの工作室】プロジェクトが寄附募集を開始しました。 
―提案者「暮らしの編集室」よりコメントー 

住人の高齢化や少子化・人口減少に伴い、シャッター化が進んでいた北本団地商店街の
一角に、2021 年 6 月「中庭」というスペースが出来ました。ふるさと納税型クラウドフ
ァンディングを活用して誕生した「中庭」は、ジャズ喫茶を中心としたレンタルスペース
で、子供・若者から年配の方まで、また地域の方だけでなく遠方の方まで、色々な人が集
まる交流の場となり、商店街や団地に新たな賑わいを生みだしています。 

そして「中庭」が出来て約半年たった現在、集まってきた人の中から「自分もこの北本
団地商店街に拠点を持って活動してみたい」という人が現れはじめました。今まで⻑く閉
まっていたシャッターを開けてくれる担い手が集まり始めたのです。 

この流れを止めず、さらに新しい風を吹かせ、人の繋がりと可能性を生みだし、北本団
地商店街に賑わいを取り戻すために、団地に集まった 3 人のものづくり作家と一緒に、
世代を問わず誰もが使える場所シェアアトリエ & ギャラリー【まちの工作室】 をつく
るクラウドファンディングに挑戦します。 

担当者から一言  

ふるさと納税型クラウドファンディングを通し、北本団地商店街活性化を行うプロジェク
トは昨年度も実施し 200 万を超える寄附をいただき、今年６月にジャズ喫茶「中庭」がオ
ープンしました。北本団地の皆さん、ジャズや音楽好きの皆さん、中庭で自分のやりたい
ことを実現されている皆さん、多くの方が集まる素晴らしい場となっています。寄附者の皆
様、本当にありがとうございました。 

市としても、皆様から関心を抱いている今だからこそ、更に北本団地商店街を盛り上
げ、北本に関わる人たちを増やしていきたいと思っています。更に北本団地、ひいては北
本市が魅力的な場として磨かれていくために、皆さまからのご支援何卒よろしくお願いい
たします。 
 

ふるさとチョイス 
寄附募集ページ QR コード 

ふるさとチョイス寄附募集期間 
2021 年 11 月 19 日から 2022 年 2 月 16 日 
目標金額 200 万円 
提案者  
合同会社暮らしの編集室 
寄附金額の主な使い道  
設計費、改装費 

mailto:citypro@city.kitamoto.lg.jp


報 道 関 係 各 位 令和３年 11 月 24 日 

北本市役所市長公室 

秘書担当 福島 

０４８-５１１-７７００ 

a02600@city.kitamoto.lg.jp 

市制施行５０周年記念式典 
 
 
 

 

 

 

 

   

 

 
本市は令和 3 年１１月３日をもって市制施行５０周年を迎えました。当初１１月中の実施を予

定していた式典は新型コロナウイルス感染症感染予防の観点から下記日程に変更し実施

いたします。 

 

１ 開催日   令和４年１月１５日（土） 

 

２ 会 場   北本市文化センター ホール 

 

３ 日 程 

（１）受付開始   午前９時１５分から 

（２）オープニング 午前９時３５分から 

（３）第１部 市制施行５０周年記念式典 午前１０時から１１時まで 

（４）第２部 令和３年度北本市表彰式典 午前１１時から１２時まで 

 

 ４ 招待者 

  来賓者及び表彰受賞者等を含め約３００人を想定 

mailto:a02600@city.kitamoto.lg.jp


北本市定例記者会見

令和３年１１月２４日（水）

1

令和３年１１月

北本市は市制５０周年
を迎えました

令和３年第４回北本市議会定例会

招集日 令和３年１１月３０日（火）

議 案 条 例 ６件

事件議決 ６件

予 算 ７件

報 告 １件 合計２０件

2

資料３



主な議案

・第五次北本市総合振興計画後期基本計画について

・令和３年度北本市一般会計補正予算（第９号）

・令和３年度北本市一般会計補正予算（第１０号）

3

令和３年度北本市一般会計補正予算等

補正予算規模 一般会計（第９号） ３１４，３７０千円

一般会計（第１０号） ４８，１４０千円

久保特定土地区画整理事業特別会計（第２号） △３７７千円

国民健康保険特別会計（第２号） △６４０千円

国民健康保険特別会計（第３号） １，３３９千円

介護保険特別会計（第２号） △４４８千円

公共下水道事業会計（第１号） △６３０千円

4



一般会計補正（第９号）の主な内容

5

職員人件費（市長の期末手当等を含む） △ 24,862千円
新型コロナウイルスワクチン接種事業 341,998千円

他

総額 314,370千円

主な内容

一般会計補正（第１０号）の主な内容

6

新型コロナウイルス感染症対策事業 32,985千円

（主な事業）稲作経営次期作支援事業 3,534千円

公用自転車管理事業 5,580千円

その他、保育所や児童施設等における感染症対策としての備品購入等

他
総額 48,140千円

主な内容



北本市からのお知らせ

7

令和３年１１月

北本市は市制５０周年を迎
えました

8

移動スーパーが市内を巡回します！

日 時

１２月１３日（月）開始

毎週月～金曜日

販売場所

市内３５箇所



電子図書館のメリット

① ２４時間いつでも利用可能

② 自宅や外出先でも利用可能

③ 様々な機能で高齢者や障が

いのある方にも利用可能

④ 来館不要で３密回避

9

北本市電子図書館サービス開始

10

平日デイバンガロー利用料金半額へ

利用区分 利用料金 利用時間

デイ
キャンプ バンガロー 2,000円 → 1,000円 10:00～15:00



「きたもとで挑戦したい」を応援する

11

ふるさと納税型クラウドファンディング

過去に寄附募集行ったプロジェクト例

・雑木林保全・交流拠点施設整備

・暮らしの編集室拠点施設整備

・北本発アウトドアブランド創設事業

・地元若者が挑む 全国初 住宅付店舗の
MUJI×URによる地域活性化事業

12

北本デジタルアーカイブズプロジェクト

目標金額 ３１５万円

使 い 道 デジタル化に伴う人件費

備品購入費等

提 案 者 ＮＰＯ法人 埼玉ＳＯＨＯ

— 北本の記憶（歴史・文化）を

データ化し、後世に残したい —



13

長期保存可能な無添加クッキープロジェクト

目標金額 ２００万円

使 い 道 クッキー開発・製造費

デザイン委託費等

提 案 者 クッキークル

— 災害時でも、ホッとこころが

温まるようなクッキーを —

14

北本トマトを活かしたお酒
「クラフトスピリッツ」プロジェクト

目標金額 ２００万円

使 い 道 蒸留機購入費

デザイン委託費

提 案 者 株式会社 ノヴァ

— 特産品を使った、生産者の見える

市民参加型のお酒をつくりたい！ —



15

北本団地商店街【まちの工作室】プロジェクト

目標金額 ２００万円

使 い 道 設計費

改装費等

提 案 者 合同会社 暮らしの編集室

— 団地にみんなが工作できる

場所を作りたい！ —

16

市制施行５０周年記念式典について




